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茨城県原子力審議会開催結果 

 

 

１ 日 時： 令和６年８月２日（金） 13 時 30 分から 15 時 30 分まで 

 

２ 場 所： 水戸三の丸ホテル ４階 ステラ 

 

３ 出席者： 茨城県原子力審議会出席者一覧のとおり（報道関係者５社７名、一般傍聴者１名） 

 

４ 結 果： 

 (1) 委員長及び副委員長の選出について 

    委員の互選により、内山洋司委員が委員長に、笹島委員及び古田委員がそれぞれ副委員長に選

出された。 

 

(2) 審議事項 

  国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所高速実験炉「常陽」について 

 

(3) 報告事項 

  東海再処理施設のガラス固化処理計画の見直しについて 

 

 

詳細（議事録）は、別紙のとおり。  
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（別紙） 

 

 

茨城県原子力審議会 
 

 

 

 

           日 時 令和６年８月２日(木)13：30～ 

           場 所 水戸三の丸ホテル ４階 ステラ 
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○司会(山口) 

 それでは、定刻になりましたので、ただいまから、令和６年度茨城県原子力審議会を開催いたします。 

 私、本日の進行を務めさせていただきます防災・危機管理部原子力安全対策課長の山口と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の審議会ですが、13名の委員の方にご出席いただいておりまして、半数以上の方が出席いただい

ておりますことから、有効に成立しておりますことを報告いたします。 

 それでは、初めに、開会に当たりまして、防災・危機管理部長の山崎よりご挨拶申し上げます。 

○山崎防災・危機管理部長 

 県の防災・危機管理部の部長をしております山崎でございます。 

 本日は、お忙しい中を出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 また、皆様方には，日頃から、本県の原子力行政に格別のご協力とご支援をいただいておりますこと

に改めて御礼申し上げます。 

 本日、審議いただく施設につきましては、日本原子力研究開発機構大洗研究所の高速実験炉である

「常陽」でございます。昭和52年に本格運転を開始いたしました「常陽」につきましては、福島第一原

子力発電所の事故を踏まえて強化されました新規制基準の適合審査を受けておりましたが、昨年７月に

合格との許可をいただいたところであります。 

 本県では、それを受けまして、県の原子力安全対策委員会で専門家の皆様に審議をいただいたところ

でございますが、技術的な観点から、おおむね適切な検討がなされているとの評価を得たところでござ

います。 

 本日の審議会におきましては、「常陽」の意義や必要性などにつきまして、それぞれのお立場から忌

憚のないご意見をいただければと思っております。 

 それらを踏まえまして、県では、その後、関係市町村の意見もお伺いしながら、原子力安全協定に基

づく事前了解の判断をしてまいりたいと考えております。 

 また、報告事項といたしまして、東海再処理施設のガラス固化処理計画の見直しについてご説明をさ

せていただきます。 

 東海再処理施設につきましては、平成30年に本審議会で審議を受けた上で再処理を進めておりますが、

その過程で当初の計画が変更になる点が出てまいりましたので、本日、ご報告させていただきます。 

 それでは、本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

○司会 

 それでは、会議に先立ちまして、本日の配付資料の確認をさせていただきます。 

 まず、次第がありまして、そのほかに出席者名簿、それから、県の原子力審議会委員の名簿、本日の

座席表、それから、資料１としまして、「常陽」の運転再開に向けた安全対策等の取り組み、資料２と

しまして、「常陽」の高速炉開発における必要性と意義、資料３といたしまして、東海再処理施設ガラ

ス固化技術開発施設(ＴＶＦ)における高レベル廃液のガラス固化処理計画の見直しについての資料が配

付されていると思いますが、不足されている方がございましたら、申し付けていただければと思います。

大丈夫でしょうか。 

 それでは、本日、ご出席をいただいております出席者の皆様方のご紹介につきましては、名簿の配付

をもって代えさせていただきたいと存じますので、よろしくお願いいたします。 
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 ここで、今回、Web会議も兼ねておりますので、Web会議にかかる留意事項について申し上げます。 

 まず、会場の委員の皆様へのお願いでございます。 

 音声は、マイクを通じてリモートで出席いただいている委員に伝わるよう設定しておりますので、ご

発言の際は必ずマイクを使用し、かつ、なるべくマイクを口に近づけてお話しいただければと思います。 

 続きまして、リモートで出席されている委員の皆様へのお願いでございます。 

 発言される際は、会場側で聞き取りづらくなるおそれがありますので、できるだけマイクに近づいた

上で、なるべくゆっくりお話しいただきますようお願いいたします。 

 また、Web会議にありがちなエコーやハウリングといったものを防止するために、ご発言の際を除き、

マイクをオフにしていただきますようお願いいたします。 

 留意事項については、以上でございます。 

 それでは、早速、議事に入らせていただきます。 

 本日は、任期満了に伴う改選後初の会議ですので、本日の議題(１)にありますとおり、委員長及び副

委員長の選出をお願いする次第でございます。 

 委員長が選出されるまでの間、僭越ながら事務局で進行を務めさせていただきます。 

 本審議会におきましては、規定に基づき、委員長１名、副委員長２名とすることとされております。 

 選出方法につきましては、委員の互選によることとなっておりますが、もしよろしければ、候補者に

つきまして、事務局から案をご提出させていただいた上で、委員の皆様に決定していただくということ

でいかがでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○司会 

 ありがとうございます。 

 異議なしとのお声をいただきましたので、候補者につきまして、事務局案をご提示させていただきま

す。 

 事務局といたしましては、原子力・エネルギー関係に幅広いご見識をお持ちの内山洋司委員に引き続

き委員長をお願いしてはどうかと考えておりますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○司会 

 ありがとうございます。 

 異議なしとのお声をいただきました。 

 また、副委員長につきましては、慣例として、原子力に関する技術的な分野を専門とする委員と産業

界を代表する委員がそれぞれ選任されておりますことから、専門分野の代表として古田委員、産業界の

代表として笹島委員にお願いしてはどうかと考えておりますが、いかがでございますでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○司会 

 ありがとうございます。 

 それでは、異議なしとのお声をいただきましたので、委員長を内山洋司委員に、副委員長を古田委員

と笹島委員にそれぞれお願いしたいと存じます。 

 内山委員長、古田副委員長、笹島副委員長におかれましては、席のご移動をお願いいたします。 
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 議事進行に当たり、ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

 それでは、ここからの進行を、委員長にお願いしたいと存じます。 

 内山委員長、よろしくお願いいたします。 

○内山委員長 

 ご指名によりまして、委員長を務めさせていただきます内山でございます。 

 本日は、大変暑い中、委員並びに関係者の皆様にご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 委員を代表して、一言だけご挨拶させていただきます。 

 着座にて失礼します。 

 皆様もご存じのように、次期エネルギー基本計画の議論が続き、年末までに策定する予定で、現在進

んでおります。 

 今回の計画では、グリーントランスフォーメーションの達成に向けて、2040年度の電源構成目標を策

定することになります。 

 現行計画は、2030年度に、電力供給量のうち再エネを30から38％、原子力を20から22％にすることを

謳っていましたが、2022年度の実績では、再エネが21.7％、原子力は僅か5.5％にとどまっております。 

 昨年２月に策定されましたＧＸ基本方針と３年前のエネルギー基本計画で、可能な限り原発依存度を

低減するという方針が転換されまして、原発を脱炭素効果の高い電源として最大限活用すると盛り込ま

れ、原発の建替えや運転期間の延長が明記されました。 

 また、安全メカニズムを組み込んだ次世代革新炉の開発建設に取り組むことも盛り込まれております。 

 原子力を利用する上で、安全確保は大前提であり、立地地域の住民が安心して暮らせるよう、事業者

はもとより、国、県におきまして、安全確保に万全を期していただきたいと存じます。 

 本日は、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構の大洗研究所高速実験炉「常陽」と東海再処理施

設について説明を受けることとしております。 

 「常陽」につきましては、新規制基準を踏まえた安全性はもちろん、再稼働するに当たっての意義や

必要性などについて確認を行い、県としての対応を議論することも必要であると考え、本日の審議会を

開催しました。 

 本日の議事進行に当たりましては、委員各位のご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 簡単ですが、冒頭の挨拶とさせていただきます。 

 それでは、議事を進めさせていただきます。 

 本日は、審議事項が１件、報告事項が１件でございます。 

 まず、審議事項の国立研究開発法人日本原子力研究開発機構大洗研究所高速実験炉「常陽」について

でございます。 

 審議の進め方といたしましては、まず初めに、安全対策等につきまして、原子力機構からご説明をい

ただき、その後に、「常陽」の政策的な意義等について文部科学省からご説明をいただきたいと思って

おります。 

 それでは、まず、「常陽」の安全対策等について、原子力機構から説明を受けたいと思いますので、

説明者席への移動をよろしくお願いいたします。 

 移動をいただいたようですので、それでは、資料１に基づき、ご説明をよろしくお願いいたします。 

○国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 
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 日本原子力研究開発機構大洗研究所の担当理事の大島でございます。 

 本日は、大変お忙しいところ、お暑い中、県議会議員の先生方、各自治体の首長様、各分野の有識者

の皆様、茨城県をはじめ自治体職員の皆様にお集まりいただき、厚く御礼申し上げます。 

 また、日頃より、原子力機構業務に対するご理解、ご支援を賜り、心より感謝申し上げます。 

 高速実験炉「常陽」につきましては、先ほどもご紹介がありましたとおり、昨年７月26日に原子力規

制委員会から新規制基準の適合性確認に関わる原子炉施設設置変更許可を取得いたしまして、現在、令

和８年度半ばの運転再開を目指して改造工事等に取り組んでございます。 

 「常陽」は、次世代革新炉としましても、高速炉の実用化研究開発に貢献することはもとより、がん

の画期的な治療法に使われる、そして、現在、人工的な製造が難しいとされております放射性医療品の

原料の大量製造に貢献できることから、世界的にもその運用・運転再開が期待されているところでござ

います。 

 原子力機構は、今後も、安全を最優先に事業を進めてまいりますので、引き続き、ご指導のほど、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 それでは、私のほうから、高速実験炉「常陽」の運転再開に向けた安全対策等の取り組みについてご

説明させていただきます。 

 今、お配りされております資料は、昨年10月、それから、12月に開催されました茨城県原子力安全対

策委員会においてご審議いただきました内容の要約版となっております。 

 それでは、ページをめくっていただきます。 

 本日、お話ししますのは、まずは高速実験炉「常陽」の概要を説明させていただきまして、その後に、

新規制基準を踏まえた主な安全対策について説明いたします。 

 次、お願いします。 

 「常陽」の概要でございます。 

 次、お願いします。 

 こちらは、大洗研究所の空中写真で全景になります。これは、上が大洗町、下側が鉾田市側になりま

す。見た感じは、ちょっと横長に見えるかと思うのですが、南北方向に約２km、それから、東西方向が

約１㎞の敷地となってございます。 

 このような研究所の場合、敷地はよく国有地を利用することもありますが、ここは地元住民の皆様方

にご提供いただいた土地で成立している敷地でございます。 

 「常陽」は、この写真の斜め上のところにあります位置にあります。この上の真ん中くらいになりま

すが、夏海湖という人造湖がございまして、仮に断水となっても、約30日間は水の供給が可能というよ

うな状況でございます。 

 次をお願いいたします。 

 こちらのページは、「常陽」の概要を簡単にまとめたものでございます。 

 高速実験炉「常陽」は、現在、西側諸国の中で稼働可能な唯一の高速炉でございます。 

 この資料の右上のところに系統図がございますが、原子炉容器がございまして、その中の赤いところ

が炉心部になってございます。この炉心から出た熱を、オレンジで描いてございますが、１次系のナト

リウムが熱を取って輸送していきます。中間熱交換器で熱を２次系のナトリウムに渡しまして、それを

さらに空気冷却器まで運びます。最終的には空気で冷却します。「常陽」の場合は、試験炉でございま
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すので、様々な試験を行う観点から、いわゆる発電を行うような蒸気系がついてございません。なので、

出た熱はちょっともったいないのですが、空気中に放出しているという試験炉でございます。 

 左側の下に仕様をまとめてございますが、「常陽」の炉心は、熱出力は10万kWになります。 

 炉心の大きさというのが、直径が約78cm、高さが約50cmで、この大きさ的なイメージは、ドラム缶の

半分くらいという比較的小さな炉心でございます。 

 この炉心の断面図が右側の下のところにございます。こちらは上から見た形になりますが、この中で、

真ん中の赤い部分は核燃料が入っているところでございまして、周りの水色の部分が反射体というステ

ンレスでできたところでございます。 

 これで見まして、真ん中で核分裂で出てきました高速の中性子を周囲に逃がさず、真ん中でたくさん

のものを照射できるような中性子の高い状態をつくり上げているという形でございます。 

 次をお願いいたします。 

 これは参考までなのですが、一般的な軽水炉、原発といっている通常の発電炉との規模の比較を示し

た図でございます。 

 代表としまして、沸騰水型、ＢＷＲと呼んでございますが、東海第二発電所、それから、加圧水型、

ＰＷＲと呼んでいますが、大飯発電所を例に挙げてございます。こちらは、電気出力はおおよそ100万

kW級なのですが、熱出力はその約３倍と考えてください。定格熱出力が、東海第二の場合は約329万kW、

大飯発電所になりますと342万kWになります。それに対しまして、「常陽」は10万kWという熱出力的には

非常に小さいことになります。おおよそ３％くらいの大きさになります。 

 また、包含しております炉心に含まれる全ウラン量も、東海第二が約130t、大飯発電所が約90tに対

しまして、「常陽」は0.8tonということになります。 

 大体のイメージが掴んでいただけたかと思います。 

 次のページをお願いいたします。 

 このページは、高速炉というものはどういうものかということを簡単にまとめさせていただいたもの

でございます。 

 高速炉の「高速」の意味でございますが、まず、高速中性子を使うというところが大きな特徴でござ

います。 

 ここに３つほど枠を書いてございますが、その一番左側、高速中性子の利用と書いてございます。こ

れは、核分裂をしますと、光の速さに近い形で中性子が飛んで出てまいります。通常の原子力発電所、

原発と呼んでいるものは、周りに冷却材として水がございまして、水を通過すると、この高速中性子の

スピードががくんと落ちます。ですけれども、高速炉の場合には、ナトリウムという冷却材を使うこと

によって、減速させない、高速のまま中性子を利用するという原理でございます。 

 では、この中性子を高速のまま使うとどういうメリットがあるのかということがここに書かれてござ

います。 

 １つは、燃えないウランが燃えるプルトニウムに変えられるということです。これはどういうことを

意味するかといいますと、日本は資源がとても少ない国でございまして、原子力といえども、燃料とな

るウランは海外から輸入になります。このウランの中で実際に使われているのは0.7％のＵ-235という

部分でございます。これに対しまして、99％以上のＵ-238、これは安定して燃えないウランでございま

すが、これに高速中性子を当てますと、燃える、いわゆる燃料となるＰｕ-239に変わります。そうしま
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すと、今までの99％の使えないものが、国内で使える燃料になる、いわゆる準国産のエネルギー源を手

にすることができるというところが大きなメリットでございます。 

 これによりまして、量にもよりますが、輸入が要らなくなるというところまで持ってくることは原理

的には可能でございます。 

 高速中性子を使う２つ目のメリットは、いわゆる高レベル廃棄物の処理でございます。高レベル廃棄

物の中に含まれているマイナーアクチノイドというやっかいな物質がございますが、これも高速中性子

を使えば分解してしまう。分裂して、燃料として使えてしまうということになります。 

 したがいまして、足りない資源に対して、資源を国内で生み出していくということ、そして、高レベ

ル廃棄物に対しましては、中に含まれるやっかいなものを燃料として使えるという大きなメリットが高

速中性子利用にございます。 

 ２つ目の真ん中の特徴ですが、これは先ほど申し上げたとおり、冷却材に液体ナトリウムを使うとい

うことでございます。液体ナトリウムは、「もんじゅ」の事故のときに漏えいしまして、皆さん、危険

なイメージがあるかと思いますが、確かに化学的には活性ですので、空気に触れれば燃えます。それか

ら、水に触れれば水素を発生するという特性はございますが、先ほど申し上げたとおり、高速中性子を

減速させないという特徴がございまして、また、冷却材としては、性質的には水とほぼ同じと考えてく

ださい。さらさらに流れる物質でございます。これが水と違うのは、熱を伝える力が100倍あります。

すなわち、除熱性能が非常に高い冷却材になります。 

 また、沸点は、水は通常ですと100度、この100度を、通常の原発では非常に高い圧力でコントロール

しまして、300度で水の状態で何とか使っている状況になります。 

 高速炉の場合は、この液体ナトリウムの沸点が約900度でございますので、加圧する、圧力をかけて

運転する必要がないということでございます。したがって、仮に、万々が一、原子炉容器に穴が開いた

としても、一瞬のうちに冷却材が蒸発してしまうということはありません。安定的に炉心がナトリウム

に浸かった状態が維持できるというところが大きな安全上の特徴でございます。 

 また、化学的に活性と申し上げましたが、これにつきましても、水に触れれば水素が出ますが、当然、

そこは設計上は勘案しておりまして、水素を燃やすような装置を「もんじゅ」のときには付けておりま

した。ナトリウムは、燃えるということにつきましても、燃える印象といいますのは、普通の火事のよ

うなイメージではなくて、線香花火のパチパチという感じがあると思いますが、それがナトリウムの表

面に広がって燃えているような、そのようなイメージです。これにつきましても、そういうことが起こ

ることを前提で対応する設計をしております。 

 それから、３つ目の一番右側になりますが、自然循環による安全性と書いてございます。自然循環、

ナトリウムというのは非常に浮力の効果が高い液体でございます。どういうことかと申しますと、皆さ

ん、たき火をイメージしてもらいたいのですが、たき火をしますと、真ん中で温められる空気が浮力で

上昇してまいります。上昇気流が起こります。これと同じことが原子炉の中でも起こります。すなわち、

仮に福島と同じような事故が起こったとして、そして、全部電源がなくなってしまったとしても、原子

炉の中で出続ける崩壊熱を、ナトリウムが熱を奪って、温まって、勝手に上昇して、プラントの中をぐ

るぐる循環することになります。この循環して温まったナトリウムを空気と熱交換をする窓を開けてお

けば熱を外に放出してくれます。すなわち、何もしなくても炉心の熱が勝手に取られていくという大き

な安全性を有しております。 
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 これは実際に「常陽」を使って実証をしておりまして、1980年代になりますが、「常陽」で運転中に

スクラムをかけてシャットダウンし、その後、一切の電源をカットしてどうなるかという実験を行いま

した。その結果、安定的に除熱できるということを実際に確認した実績がございます。 

 次をお願いいたします。 

 次は、新規制基準を踏まえた主な安全対策について説明させていただきたいと思います。 

 次をお願いいたします。 

 これは、新規制基準の概要を簡単にまとめた比較図でございます。 

 一番左側は従来の規制基準でございまして、真ん中が新しくなった新規制基準の内容でございます。

さらに、右側は試験研究炉に対応する新規制基準になります。 

 従来の規制基準に比べますと、従来にあった内容につきましては、緑の部分になりますが、さらに強

化されたり、新たにつけ加えた項目が入っているということになります。また、黄色い部分は、これま

でなかったものにつきまして、新たに要求するような内容でございます。 

 特に、福島の事故を受けまして、炉心が溶けてしまうような事象も含めて、それに対する緩和対策と

いったものをしっかり考えなさいというところが新しく加えられたものでございます。 

 また、テロ対策につきましても、項目として入っているような状況でございます。 

 これに対しまして、試験研究炉におきましても、同じような要求が出されております。ただし、試験

研究炉はいろいろなタイプがあり、発電用の原子炉とは違いますので、多量の放射性物質等を放出する

事故の拡大を防止することに対しては、我々がいろいろ考えて、具体的な対策を講じていくことになり

ます。 

 次をお願いいたします。 10ページになります。 

 こちらは、新規制基準適合に向けた対応ということで、主な工事をまとめたものでございます。 

 中身的には、大きな地震が起きたことに対する耐震補強というものと、それから、火災対策というも

のが主な対策工事になってございます。 

 また、新増設計画に対応する対象施設としましては、原子炉停止機能の強化でありますとか、原子炉

の停止や監視を行うシステムの多重化といったものが含まれております。 

 次をお願いいたします。 

 このページと次のページは、新規制基準適合に向けた対応ということでまとめたものでございます。 

 地震につきましては、基準地震動が大きくなりました。これまでは、上から２番目に書いてございま

すが、ガルというのは加速度を表すものでございますが、350ガルで設計しておりましたが、これに対

しまして、973ガルまで上げるということで、これに対応して設備の耐震補強でありますとか地盤の補

強というものを行っているところでございます。 

 また、津波につきましては、もともと敷地の高さが非常に高いところにございますので、津波は到達

しないということで、これに対応する措置はございません。 

 それから、それ以外の自然現象としましては、竜巻、最大風速を100m/sと想定しまして、飛来物に対

する対策を行います。 

 また、火山灰につきましても、火山灰の流入防止対策といったものを行います。 

 次をお願いいたします。 

 火災につきましては、一般火災に加えまして、ナトリウム冷却でございますので、ナトリウムが燃え
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るといった火災につきましても対策を行います。 

 一般火災につきましては、重要ケーブルを難燃化して対応する。それから、火災報知器の多様化を行

っているといったことでございます。 

 また、ナトリウム火災につきましては、ナトリウム配管の耐震補強によりまして、ナトリウムを燃え

ないようにするということ、漏れても、それが影響しないような対策を進めているところでございます。 

 それから、今回、シビアアクシデントに対しまして、多量の放射能が外部に出ないようにする。すな

わち、炉心損傷をまずは防止する措置、それから、格納容器の破損を防止する措置、そして、放射性物

質の放出を抑制する措置ということになります。 

 もし、仮に起こったとしても、それを緩和する。決して外に出ていかないようにするというような対

策を行っているところでございます。 

 次をお願いいたします。 

 次からは、具体的にイメージを掴んでいただこうと思います。 

 地盤改良につきましては、右上にありますように、地盤の中にコンクリートの塊を注入いたしまして、

地盤にこういった塊を敷き詰めることによりまして、大きな揺れが来ても、地盤が滑らないようにする

構図でございます。 

 場所的には、左側の写真で、真ん中に炉心がありますが、ピンクの部分が補強する位置でございます。 

 次をお願いいたします。 

 それから、ナトリウム配管の耐震補強を行います。これは一例でございますが、配管のところに防振

器をつけて改造しておりまして、ナトリウム配管とつないで耐震性を強化するということでございます。 

 実際、追加としましては、１次系で51台くらい、２次系は20台くらいを追加しているところでござい

ます。 

 次をお願いいたします。 

 火災に対する安全対策でございますが、ナトリウム火災につきましても、一般火災と同様、基本的に

は３つの方策、発生を防止するということ、感知・消火するということ、影響を軽減する、この３つを

全て考えているところでございます。 

 具体的には、発生防止としましては、ナトリウム配管等の耐震補強をしていること、また、１次系ナ

トリウムにつきましては、配管自体を二重管にするということ、それから、区画化しているということ、

２次系につきましては、漏えいをしたとしても、水素が出てくる場合には、それに対応して窒素ガスを

供給し、水素の影響を排除するというようなことをしています。 

 また、床に落ちてコンクリートと触れる場合、コンクリートは水分を含んでいますので、この水と反

応しないように、床ライナと我々は呼んでございますが、鉄板を敷き詰めるといったことを行っていま

す。 

 また、感知につきましても、ナトリウムの漏えい検出器というものを置きまして、それを中央制御室

で監視するというようなことを行っています。 

 次をお願いいたします。 

 それから、一般火災につきましては、特に発生防止につきましては、よくトランスに使われます油を

使わない乾式トランスを導入いたしまして、火災の発生を防止することに努めてございます。 

 また、感知及び消火につきましても、こちらの写真に示しておりますような多様性を持った消火器を
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配置しているような状況でございます。 

 次をお願いいたします。 

 次は、原子炉停止系統の強化ということでございます。要は、何かが起こったときにブレーキをかけ

られるかというところでございますが、左下のところにイメージを書いてございます。従来ですと、制

御棒、ブレーキですが、ブレーキは、通常、電磁石で上からぶら下がっておりまして、何かがあったら、

この電気を切って、制御棒がすとんと炉心に入って核反応を止めます。 

 ①で、何かが起こったときには、電源スイッチを切るという操作がございますし、また、人的にでき

なかったとしても、論理回路がありまして、これをもって自動的に落ちるような操作が通常は行われま

す。さらに今回は、強化としまして、操作が中央制御室でできなかったとしても、外からも切れるよう

な方策が１つ、それから、系統を分けて、後備炉停止系というものをつくりまして、別系統として、こ

れも自動で落ちるようなスイッチを組み込んでございます。これによりまして、バックアップ機能をつ

けまして、止める機能を強化したということでございます。 

 次をお願いいたします。 

 こちらは制御棒の概要でございますが、時間の都合で割愛させていただきます。 

 炉心の変更でございます。炉心の変更につきましては、MK-Ⅲ炉心からMK-Ⅳ炉心に変更してございま

す。 

 まず、熱出力が、これまで140MWのところ、100MWにしてございます。 

 それから、制御棒の構成でございますが、これまでは１つの系統、６本でございますが、主に４本、

それから、後備炉停止系が２本というふうに分離いたしまして、それぞれ独立に制御できるようにして

ございます。 

 次をお願いいたします。 

 多量の放射性物質等を放出する事故でございます。これはBDBA（設計基準外事故）ということでござ

いますが、これにつきましても、６つのカテゴリに分類し、グループ化しまして、それぞれについてか

なり厳しい条件下でも原子炉が守れるということを実際に評価してまいりました。 

 真ん中に原子炉の図がございますが、炉心がございます。この炉心が仮に溶け落ちたとしても、基本

的には原子炉容器の中で終息させる。万々が一、原子炉容器を貫通したとしても、その周りの安全容器

が止める。これをさらに越えたとしても、放射性物質が上から噴出して出たとしても、格納容器がござ

いまして、ここから出ないようにしています。そういったロジックを組みまして、さらには様々な対策

を組んでやりましたところ、確かに出ないということを審査の中でお認めいただきました。 

 これは認めていただいたのですが、さらに、万万々が一、出たとしたらどうなるかということまで評

価してございます。 

 次をお願いいたします。 

 こちらは、先ほど申しました４つのグループに関する事故に対するものでございます。 

 例えばになりますが、一つの例としましては、⑤、例えば、全ての交流電源が喪失したという、いわ

ゆる福島事故と同じようなことが起こったとしても、これに対しましては、先ほど申し上げた自然循環

によりまして、十分に炉心が冷却できるということを定量的に評価しまして、認めていただきました。

これは一例でございます。 

 次をお願いいたします。 
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 こちらは参考でございますが、４つのグループに示しました事故グループ、この中に具体的にどんな

ものを想定したかということが書かれてございますが、時間の都合上、飛ばさせていただきます。 

 そして、23ページでございますが、多量の放射性物質等を放出する事故の拡大防止で、対策の有効性

の例を示してございます。 

 こちらは、原子炉容器の中で、これが実際に溶け落ちてしまった場合、どうなるかということでござ

いますが、溶け落ちたとしても、ポンプも維持しますし、ナトリウムを流して冷却ができる。冷却がで

きると、ナトリウムが格納容器の空間に噴出しないということで、終息するということが説明できてお

ります。 

 できたのですが、それでもさらに仮に噴出したらどうなるかということで、230kgのナトリウムが噴

出したとして評価をしましたが、そうだとしても、出てくる水素濃度が燃焼限界以下であるので、何も

起こらないと評価をしたということでございます。 

 次をお願いいたします。 

 今度は、さらにそれを越えて、それでも外に出たらどうなるかということでございますが、これは、

例えば、大型航空機が突っ込んできたということを想定した場合に、突っ込んできた飛行機の油、さら

には、ナトリウムが漏えいして火災が起こるという非常に考えられないような状況を想定しましたが、

その場合におきましても、仮設のカバーシートを上から被せて放出しないようにする、放射性物質が飛

び散らないようにするという対策を講じています。 

 また、放水をしまして、水で放射性物質をたたき落とすというようなことをしまして、周囲に放射性

物質が散らばらないというような工夫をしているところでございます。 

 次をお願いします。 

 今後の予定でございますが、新増設等に該当します安全対策工事のご了解をいただいた後に、安全確

保を第一に工事を進めてまいります。 

 また、運転再開に向けまして、事故時の対応訓練等に取り組んでまいります。 

 「常陽」の運転再開は、2026年の半ばを予定しております。 

 運転再開後は、実証炉の研究開発、医療用ラジオアイソトープの製造実証等を進めてまいります。 

 ちょっと時間が過ぎましたが、以上で説明を終わります。 

 ありがとうございました。 

○内山委員長 

 ご説明、ありがとうございました。 

 それでは、事業者のただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等がございましたらお願いしたい

と思いますが、その前に、「常陽」の安全対策については茨城県原子力安全対策委員会で審議されてお

ります。担当されている古田先生もおられますので、コメントや補足説明をお願いいたします。 

○古田副委員長 

 茨城県原子力安全対策委員会委員長の古田でございます。 

 今回の審議会に先立ちまして、昨年度に、原子力安全対策委員会におきまして、高速実験炉「常陽」

の新規制基準を踏まえた安全対策について審議を行っております。 

 当該の委員会については、内容が多岐にわたることから、昨年10月及び12月の２回に分けて開催いた

しまして、第１回では、主に新規制基準を踏まえた主な安全対策について、第２回目では、主に事故対
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策について、原子力機構から説明を受けた上で、委員から意見を求め、技術的な議論を行いました。 

 委員会でどういう議論が行われたかということをかいつまんでご紹介いたしますと、まず、新規制基

準ですが、特に、今回、新規制基準で、基準地震動が、先ほどご説明いただきましたように、大幅にス

ケールアップしてございます。これにつきましては、耐震補強をいろいろ行った結果を踏まえて、新た

な基準地震動に対する応答解析を行って、各機能、強度限界を超えないというようなことを確認してご

ざいます。 

 それから、大規模災害時において、外部電源喪失時の対応、それから、緊急時対策所が使用できない

場合の対応などについても委員から意見がありまして、原子力機構からは、外部電源に期待せずに原子

炉の冷却が可能であることや、代替の緊急時対策所について検討している旨の説明がございました。 

 委員会における議論の結果、「常陽」の新規制基準を踏まえた安全対策につきましては、施設の特徴

を踏まえて、技術的な観点から、おおむね適切な検討がなされているという取りまとめを行ったところ

でございます。 

 簡単でございますが、以上が、茨城県原子力安全対策委員会での審議の結果についての説明でござい

ます。 

 以上、補足させていただきました。 

○内山委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、委員の皆様から、ご意見、ご質問等をお願いいたします。 

 ご意見、ご質問のある方は、手を挙げていただきたいのですが、オンラインで参加されている先生方、

いかがでしょう。 

 どうぞ。 

○國井委員 

 大洗町の國井です。今日はありがとうございます。 

 十分に理解したつもりなのですが、いつも機構の皆さんには申し上げておりますが、この資料をしっ

かりと読んでいったときに、一般の人のほとんどの方、９割以上の方は理解できないと思うのです。 

 私どもこの施設を抱える自治体として、いわゆる一住民が皆さん方から説明を聞いて、そしてまた、

この資料から簡単な資料を作っていただいて、それを隣の人に話ができるような、そんな簡単なまとめ

をしていただきたいと思います。 

 瞬時にとまではいきませんが、少し伺えば話が分かって、そして理解をして、安全から安心感に変わ

って、そのことを誰かがこれに対して異論を唱えたときというか、何か不安感を抱いたときに、そのこ

とに対してしっかり安心したということを伝えられるようなものを、簡単なごく１枚で作っていただき

たい。これは優秀な方々は一番苦手とされるところなのでしょうけれども、ぜひそのことをお願いした

いと思います。 

 質問というよりは、申し訳ないですが、要望なのですが、お願いしたいと思います。 

○内山委員長 

 私から１点だけお聞きしたいのですが、今、古田先生から、おおむね了承されたという言い方があっ

たのですが、言葉から感じるのは、反対というか、いろいろ問題点とかも出されたのかなという感じが

したのですが、いかがでしょう。 



- 14 - 

 

○古田副委員長 

 私もいつもそうなのですが、「おおむね」という言葉を言うのですが、何というか、慣用句になって

しまっているので、何となく「おおむね」と言うと不完全なところがありましたというニュアンスなの

ですが、そういう意味ではありませんで、規制基準、それから、安全対策上、十分な対策が取られてい

るというふうに評価したと思っていただいて構わないと思います。 

○内山委員長 

 分かりました。ありがとうございました。 

 ほかに何かご質問、ご意見ございますか。 

 オンラインで参加している先生方から手は挙がっているのでしょうか。私は見えないのですが、特に

ありませんか。 

○内山委員長 

 内山(眞)さん、よろしくお願いします。 

○内山(眞)委員 

 私、委員をさせていただいております慈恵医大の内山眞幸と申します。 

 核医学をやっておりまして、「常陽」の医療用のアクチニウムの製造にはとても医療業界としては期

待をしているのです。本当にありがたい話だと思います。 

 これまで使っております医療用の放射性同位元素は全て海外からの輸入に頼っております。非常に供

給が不安定で、朝、患者さんがいらして、そして薬が届かない、放射性同位元素が届かないというよう

なことすらあります。なので、国内製造ができる。しかも、治療用の放射性同位元素の国内製造ができ

るというのは医療にとっては本当に福音なので、とても期待しているので、今後、実証が製造・販売に

までつながっていけばと思っております。 

 以上です。ありがとうございました。 

○内山委員長 

 ご意見、ありがとうございました。 

 従来、「常陽」は発電用を中心に開発が進められたのですが、今回は医療用ラジオアイソトープ製造

といったものの実証をやることになるということで、新たに参入をするという役割も担うようになって

まいりました。 

 時代も変わってきましたので、そういった目で原子力利用というのも、今後、必要になってきている

かと思います。 

 ご意見、ありがとうございました。 

 ほかに特によろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

○田山委員 

 大島理事からいろいろご説明いただきました。 

 加えて、大洗町の國井町長から、非常に中身を評価して、一般町民にも分かりやすい資料をというよ

うな話がありましたが、もっともな話でございます。 

 加えて、規制委員会が認めた、文科省が推進しようとしているというふうな、国の動きの強さは、地

方にいて、聞こえない、見えないのであります。 
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 代議士の先生で、こういうことを一生懸命お話しする先生は残念ながらいらっしゃらない。票になら

ないのです。そういうこととは別に、国として、しっかり岸田総理がグリーントランスフォーメーショ

ンを進めるということで、新エネルギー計画の中の柱として推進しようとしているという核燃料サイク

ルにも向けて、国の姿勢をもっと声高に発信していただきたい。 

 特段、文科省の担当の方には、文科大臣も含めて、国民に分かりやすく、規制委員会が認めた、そう

いう新しい施策について、強力に進めるという姿勢をぜひ示していただきたいとお願いしたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○内山委員長 

 ご意見、ありがとうございました。 

 原子力の稼働が、今後、必要だという国の方針が出たものですから、当然のことながら、放射性物質

の処理処分にも関わる問題になってきて、核燃料サイクルについては、今後、議論すべきことだと思っ

ております。 

 当然のことながら、国の方策が明確になって、そういったことを踏まえて議論が進められていくと思

いますが、本日の議題である、「常陽」とは若干話が大きいことになりますので、その議題については、

今後の議題として残させていただきます。よろしくお願いします。 

 鉾田市さんから手が挙がっています。どうぞ、ご発言をお願いします。 

○岸田委員 

 鉾田市の岸田です。大変ご苦労さまです。 

 １点、２点、確認とお願いがあるのですが、安全対策工事、そして安全確保第一、これはどこでも聞

かれる言葉なので、この辺は言葉だけではなくきちんとお願いしたい部分で、もう一回、その部分につ

いてお願いしたい。 

 それと、医療用ラジオアイソトープの製造実証が含まれているということでございますので、今まで

と違った「常陽」の見方が私も分かりましたので、そういうこともしっかりとやっていただいて。 

 鉾田市は、よく皆さん勘違いしていて、隣接の市町村ではない、当該市町村だと私は思っていますの

で、しっかりとどういうものがあるか、明るい話題をもう一回説明してもらってよろしくお願いします。 

○内山委員長 

 ご意見、ありがとうございました。 

 ほかにございますでしょうか。 

 どうぞ。 

○笹島副委員長 

 笹島でございます。 

 私は、今回からの参加なので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 素朴な疑問で恐縮なのですが、先ほどの説明の中で、高速炉は先進国の中で珍しいのか、唯一なのか、

よく分からないのですが、そんなに先進国で多く見られるわけではないように伺いました。それはなぜ

なのかなと思って、よく分からないのですが、こんなに意味がある、効率のいい高速炉なのに、なぜ珍

しいのか、そこら辺、素朴な疑問なのですが。 

○内山委員長 
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 それに関しましては、次の文部科学省の説明がありますので、そこで文科省の方からそういったこと

も発言していただきたいと思っております。 

 よろしいでしょうか。 

○岸田委員 

 流さないで、答えを返してください。 

○内山委員長 

 分かりました。 

 先ほどの安全対策の言葉だけではなく、実際にそれを実証して進めていただくと。 

○岸田委員 

 分かりましたというような、そういう甘い考えだから事故を起こすんだよ。言葉づかい、気をつけた

ほうがいいぞ。 

○内山委員長 

 担当者、それでは、お願いいたします。 

○国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

 大島から。 

 市長、ご指摘、ありがとうございます。 

 安全対策につきましては、今回、ご説明させていただきましたように、様々な安全対策を規制委員会

のほうでもお認めいただいた内容をしっかり我々としては実現しまして、皆様の安全最優先ということ

で業務を進めさせていただきたいと考えてございます。 

 お時間の都合上、一つ一つは申し上げることはできませんが、今日、ご説明させていただきました内

容プラス我々の中の意識の改革、文化の改革、こういったものを全部ひっくるめまして、安全を最優先

ということで進めてまいりますので、ぜひともご理解いただきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○内山委員長 

 今のは地元の方々からすれば非常に大事な問題ですので、「常陽」の運転に際しましては、定期的に

運転状況並びに安全対策がどうなっているかということを報告させていただくということでいかがかと

思うのですが、よろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして、「常陽」の政策的な意義について、文部科学省から説明をお願いしたいと思

います。 

 説明者席への移動をお願いいたします。 

 それでは、資料２に基づきまして、説明をお願いいたします。 

○文部科学省 

 それでは、文部科学省のほうからご説明させていただきます。 

 私は、文部科学省で核燃料サイクルの戦略官をしています井出と申します。本日はどうぞよろしくお

願いいたします。 

 それでは、先ほど、大島のほうからは安全対策の取り組みについてご説明させていただきましたが、

私のほうからは、高速炉開発における「常陽」の必要性と意義ということについて、政策的な観点で、

先ほど、田山委員のほうからもご指摘がございましたが、国のほうから、「常陽」に限られてしまいま
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すが、そうした政策的な観点をご説明させていただきたいと思います。 

 それでは、１ページ目をお願いします。 

 まず、こちらで概要と実績でございます。 

 ここも少しご説明がありましたが、「常陽」は、我が国初のナトリウムで冷却する、また、燃料とし

てウラン・プルトニウムを混ぜたものを使う、こうした高速中性子炉で初めてのものでございます。 

 こうした高速炉の炉心の性能とか、あるいは、先ほどもご説明がありましたが、ナトリウムで冷却を

する特性の把握、また、炉の中に高速炉の燃料とか材料を入れて、そうしたものに中性子を当てるとい

った照射の試験なんかも行って成果を創出してまいりました。 

 こちら動き始めたのは1977年ということでございますが、2007年に燃料交換機の一部に不具合がござ

いまして、その後、復旧工事をやっておりました。その後、新規制基準が発出されたということがござ

いますので、それに基づく安全審査を規制庁のほうでしていただきまして、去年の７月、設置変更許可

を取得しております。 

 再来年の令和８年度半ばの運転再開を目指しまして安全対策工事に向けた対策を取っているところで

ございます。 

 先ほども少し話がございましたが、ＯＥＣＤ、西側諸国で唯一の高速炉ということでございまして、

ほかにあまりないというか、例えば、ロシアとか中国とか、そういうところで開発を進めているところ

もございます。あるいは、フランスでかつて開発をしていたというところもございます。そういう意味

で、ＯＥＣＤ諸国では非常に珍しいということでございます。 

 こうした炉を使って、次世代の革新炉の開発とか、先ほど、委員の方からもご指摘がありましたが、

がんの治療用のラジオアイソトープの製造といった点から非常に注目をされておりまして、運転再開が

求められているというところがございます。 

 右下の開発の実績でございますが、高速炉技術として、こちらの高速炉を使うと燃料の増殖のような

こともできます。こういった確認とか、あるいは、ナトリウムを使っているのですが、それが自然循環

で熱を取り去ってくれるという安全技術の実証、あるいは、技術だけではなくて、技術者の育成とか、

様々な大学も利用していただきまして、いろいろな試料の研究もやっています。４万点くらいの試料の

照射もしております。また、国際的な協力もやってきたといった実績がございます。 

 ２ページ目は、先ほど、こちらは機構のほうからご説明させていただきましたので、省略させていた

だきまして、３ページ目にいっていただきます。 

 「常陽」というのは、核燃料サイクルという大きな政策の中の一部を担っておりまして、この核燃料

サイクルというのは、原子力発電所で使い終えた燃料の中から有用なウランとかプルトニウムを取り出

して、これをもう一度利用する。これを再処理と申しまして、もう一度、原子力施設で使っていくとい

うサイクルを回していくという取組であります。 

 今のエネルギー基本計画の中でも、資源の有効利用ということで、一回使った資源をそのまま捨てて

しまうのではなくて、もう一回、使える。また、その中に含まれているちょっと厄介なものを、もう一

回、炉で燃やすことによって、高レベル放射性廃棄物の量を減らしたり、有害度を低減することができ

る。こうした観点から、核燃料サイクルを基本方針としています。 

 今、軽水炉の中でこの核燃料サイクルが回ろうとしているのですが、高速炉は、先ほど申しました核

燃料サイクルの利点を高めていくということで研究開発を進めているということでございまして、その
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中に高速炉の「常陽」が含まれているということでございます。 

 それでは、４ページ目でございます。 

 こうした高速炉の開発の経緯を少しお話しをさせていただきたいと思います。 

 炉の開発というのは大体４段階くらいに分かれておりまして、初めに実験炉です。これは「常陽」で

ございますが、炉としての基礎データを取ってまいります。続きまして、原型炉、こちらで大型化した

際に生じるような課題をいろいろ抽出いたしまして、実証炉で経済性なんかを確かめるということにな

ります。実証炉は、2040年代の運転開始を目指しまして、経済産業省を中心に開発を進めているという

ことでございます。 

 この下の線表を見ていただきますと、1977年に「常陽」は初臨界いたしまして、「もんじゅ」は1994

年に臨界いたしました。ただ、「もんじゅ」はいろいろございまして、2016年に廃止措置が決定をして

おります。これは後でご説明いたします。 

 これと並行して、右下のあたりになりますが、電気事業者が中心になって1980年代から実証炉の開発

に向けた事前の取組を進めてまいりまして、これは、一度、2011年の震災でストップしたのですが、

2016年の「もんじゅ」の廃止と同時に、高速炉開発を続けていくということを方針として決定いたしま

して、そのための工程表と申しますか、ロードマップをつくって、去年の７月にその中核企業を選定し

ております。 

 こんな経緯を次のページからもう少し詳しく政策の流れをご説明させていただきたいと思います。 

 こちらは「もんじゅ」の取扱いに関する政府方針というものでございます。これは、平成28年、2016

年の12月に原子力関係閣僚会議というところで決定したものでございます。 

 この中で、「もんじゅ」の評価といたしましては、実証炉以降の高速炉の研究開発に資する技術的な

成果の獲得がされて、人材も涵養されたということで、その時点で先進国として高速炉の開発の地位を

築いてきたということで、こうした技術とか人材を有効に活用して、我が国の高速炉開発を進めていく

ことが必要で、高速炉開発は止めることなく進めていきましょうということが決定しております。 

 一方、「もんじゅ」に関しては、様々な技術的な内容というよりは、むしろ、保全の実施体制とか人

材育成、あるいは、関係者の責任関係といったところのマネジメントに問題があったということ、もう

一つ、情勢の変化がございまして、震災を受けて、新規制基準に対応する必要が生じたということで、

このため、時間的・経済的なコストが増大する、また、運営主体を含む再開に向けた不確実性が大きい

といった指摘がされております。このために、一番下の結論になりますが、運転再開をしないで、廃止

措置に移行するということになりました。 

 ただ、「もんじゅ」の持っていた様々な機能を使用していろいろなデータを取りましたので、こうい

ったものは新たな役割を担う次の開発に向けて利用していく。 

 こうした中で、一番下になりますが、今後、高速炉で必要な要素技術の開発は、「常陽」の運転を通

じまして、「もんじゅ」が再開した場合と同様の知見を得るということで、「常陽」で「もんじゅ」の代

替をしていこうということが決まっております。 

 では、次のページをお願いいたします。 

 こうした方針を受けて、「もんじゅ」の取扱いと同時期に、同じ2016年の12月ですが、高速炉開発の

方針が決まっております。この中で、我が国の方針といたしまして、高速炉の開発につきましては、核

燃料サイクルの推進を基本方針とする。高速炉につきましては、先ほど申しました３つの利点、高レベ
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ル放射性廃棄物の量を減らしたり、有害度を低減したり、資源の有効利用をしていくことができ、それ

をより高めていくことができるという利点があるので、いろいろな状況変化はあったけれども、その利

点については何も変わらないということで、高速炉の開発というのはこの先も進めていきましょうとい

うことになっております。 

 この開発工程を具体化するために、真ん中あたりでございますが、その後、10年程度の戦略ロードマ

ップという工程を策定することになりました。その中で「常陽」も活用していきましょうということに

なっております。 

 一番下でございますが、戦略ロードマップ、工程表は2018年12月に決定をされまして、その中で、高

速炉にはいろいろな型式がございます。今ご説明している「常陽」のようなナトリウムを使う炉もござ

いますし、ほかにもいろいろな形式がございますので、そういういろいろな形式をまず５年くらい試し

てみましょうということで、試した後に、2024年以降にその絞り込みをやっていきましょうということ

に当時なりました。それ以降の工程についてもそこで明確化していきましょうということになりました。 

 次のページをお願いします。 

 こちらの一番下のところでございますが、戦略ロードマップを2022年に改訂いたしまして、幾つかの

アイデアを試す５年間を終えて、このときに、ナトリウム高速炉を、今の「常陽」とか「もんじゅ」と

かと同じ方式でやっていきましょう、これが一番有望ですということをこのワーキングの中で検討して

おります。 

 そういった開発を進めていく上で、一番下の青いところでございますが、「常陽」を再稼働させてそ

ういった開発に役立てていきましょう、また、「常陽」というハードだけではなくて、解析の技術とか、

そういったソフトにつきましても、必要なときにちゃんと使えるように、機構としてもちゃんと役割を

果たしましょうということになっております。 

 また、上に戻っていただきますが、2021年には、カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略とい

うことで、炭素を減らしていきますという方向性が明確に打ち出されました。こういった中で、やはり

高速炉の開発が必要だということで、そこで実験炉の「常陽」につきましても照射実試験による検証を

しっかり役割として担っていく必要があるということが謳われております。 

 これが大きな政策のこれまでの流れで、その中で「常陽」がどう位置づけられてきたかという流れで

ございます。 

 では、これから先、「常陽」を利用して実証炉の開発ということも進んでいきますが、ＧＸ経済移行

債を発行いたしまして、2023年度から３年間で460億円程度、2024年から３年間で775億円、合計1,200

億円程度を使って実証炉の開発を進めていきましょう、そのための中核企業をどこにするかということ

で、2023年の７月に三菱重工がそれを担っていく会社として決定をされております。 

 今後でございますが、その少し左下でございますが、４年程度をかけて、2028年度ぐらいまで概念設

計を行っていきます。2026年度頃にどういった燃料を使っていくかといった検討がされていきます。

2028年度頃に、その次の設計、基本設計に移っていくという今後の判断をして、許認可手続に進めてい

くという予定になっております。 

 こちらまでが大きな政策的な流れのご説明でございましたが、ここからは、「常陽」にどういう期待

が持たれているかということを３枚ほどご説明したいと思います。 

 １つは、今までご説明いたしましたが、実証炉の開発には「常陽」を活用していく必要があるという
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ところがございまして、実証炉で使っていく燃料とか炉心の材料といったものの開発のために「常陽」

が非常に重要になってまいります。 

 一つ、実証炉の場合は、経済性の向上というのが大きなポイントになっておりますので、燃料をしっ

かり燃やす必要がございます。しっかり燃やしても、ちゃんと燃料として大丈夫か、あるいは、燃料を

取り巻く材料として問題がないかということを、これは実際に使う予定の太径中空燃料とか長寿命のＯ

ＤＳ鋼というものが検討されておりますが、こういったものを実際に「常陽」の中で照射をして、こう

いったものの開発を進めていく、これが一つのポイントでございます。 

 もう１点が、２つ目の丸でございますが、マイナーアクチノイドというちょっと厄介な物質が炉を動

かすと出るということがございまして、これを回収して、これを燃料に埋め込んで、それもそのまま燃

料になりますので、「常陽」で燃やしていくといったことによって環境の負荷を低減して、廃棄物の減

量化とか廃棄物の有害度の低減ということを進めていくというのがもう一つの大きな目標でございます。 

 「常陽」の場合、こういった燃料とか材料を照射した後、取り出してきて、いろいろ研究するための

施設が整っております。右下にございますＦＭＦとかＡＧＦといった研究施設が「常陽」を取り巻いて

存在してございますので、こういったところを使って、しっかり実証炉に関する研究も進めていきたい

というふうに考えております。 

 次のページをお願いいたします。 

 こちらも、先ほど、内山(眞)委員からご指摘がございましたが、医療用のラジオアイソトープ(ＲＩ)

の製造を進めていくということでございまして、アクチニウム225というものが、がんの治療に非常に

効くということで、期待が持たれているのですが、現在は、加速器を用いて各国で製造をされていると

いう現状がございまして、炉を使うとこれの大量製造が可能と言われております。 

 世界的に、今、これが供給不足になっており、現在、米国とかドイツ、ロシアといったところで供給

がなされているのですが、まだまだ量が少ないということでございまして、こちらは日本でも「常陽」

を使ってまずは製造実証をしてみて、将来的には、国内製造、安定供給体制に向けて進めていきたいと

考えております。 

 左下ですが、アクチニウムがどうしてがんに効くかということでございますが、アクチニウムにがん

に集中するような薬剤をくっつけて、がんにアクチニウム225を届ける。そうすると、強いα線が出ま

す。これは強いのですが、飛距離が短いということもございまして、周りの正常な組織を痛めることな

く、がん細胞をやっつけることができるというメリットがございます。 

 これを実際にがんに適用した例として、その右側の写真でございますが、Ｂの全身にがんが広がって

しまった方にこの薬剤を打つと、Ｃ、Ｄに向かって、がんの黒いところが消えていくということが分か

っております。こういった研究も進めていきたいというのが２点目でございます。 

 ３点目といたしまして、今ご覧いただいている国際協力と人材育成がございます。 

 国際協力につきましては、先ほどもありましたが、ＯＥＣＤ諸国で唯一の高速炉ということがござい

まして、米国とかヨーロッパ諸国から非常に期待されております。フランスとは燃料とか材料の照射試

験の協力を進めてまいりたいと考えておりますし、海外のベンチャーですが、今はいろいろな炉型の開

発を始めておりますので、こういったところからも材料照射についていろいろな問合せを受けていると

いう状況がございます。 

 また、人材の育成につきましても、大学の学生の受入れとか、あるいは、大学から照射の依頼を受け



- 21 - 

 

て、これまでも核融合の炉の開発のための材料試験といったものを進めておりますし、再開した後は、

こういった技術の育成、学生の育成といったこともやっていきたいということでございます。 

 続きまして、今度はがらっと変わりますが、では、「常陽」を使って、「常陽」の中で出てくる使用済

燃料をどうしていくかということについて少し計画を説明したいと思います。 

 上に概要がございますが、「常陽」の原子炉設置許可の中では、使用済燃料に関しましては、国内ま

たは海外で再処理をします。そこに引き渡すまでの間、「常陽」にて貯蔵・管理を適切に行うというこ

とにしております。 

 では、これをどういう方針でやっていくかということを検討いたしまして、方針を以下のように決め

ております。 

 大きな方針といたしましては、基本的に技術的成立性が確認されているフランスでの再処理を基本と

したいと考えておりまして、今後、フランスの事業者と必要な検討を進めていく。ただし、それ以外の

選択肢についても、まだ今の時点では排除しないで進めていくということでございます。 

 具体的な検討状況が２ポツ目にございまして、令和２年の秋に、これが行政事業レビューでございま

すが、こちらの指摘を受けたということもございまして、令和３年度から既に仏国の事業者と原子力機

構の間で搬出計画策定に向けた協議を進めております。この協議がある程度整ってまいりまして、搬出

の開始の見込み時期を2038年度というふうに考えております。 

 引き続き、国内外のいろいろな原子力政策とか、あるいは、規制とか、実際に作っていく輸送容器と

か、こんなことを検討いたしまして、具体的な搬出計画につきまして、2028年頃までに取りまとめると

いうことで検討を行っております。 

 ３番目の目標でございますが、実証炉開発のための「常陽」の運転、あるいは、試験計画を踏まえま

して、一つの仮定を置いた上で、「常陽」の運転につきましては2050年頃までということで、その後、

使用済燃料を少し冷やさないといけませんので、搬出の完了の見込み時期の目標を2050年頃から10年た

った2060年頃というふうに考えております。 

 その下、参考と少し小さく書いてございますが、使用済燃料とともに、ナトリウムにつきましても、

これから動かしますので、最終的にそれを使い終わった後、廃止措置に移行して、ではどうするかとい

うことにつきましては、今、「もんじゅ」も同じようにナトリウムの処理を進めておりますので、そう

いったものを参考に、適切な方法で執り進めて進めてまいりたいと考えております。 

 こういった早期の搬出に向けた取組を着実に文部科学省と原子力機構では進めてまいりたいと考えて

おりまして、今後の進捗状況につきましても定期的にご報告をさせていただきたいと考えております。 

 次のページですが、搬出の取扱いの計画をもう少し詳細にご説明したいと思います。 

 現在、2024年でございますが、今、フランスの事業者と事前の協議・検討をしているところでござい

ます。 

 こうした協議を少し前から進めておりますので、２年から４年かけてやっていくということで、その

後、実際の容器、これはキャスクと申しますが、このペーパーの右側の下のほうにございますが、これ

は今の検討でございますが、長さが６ｍ、直径２ｍくらいのものでございますが、こういった容器の仕

様の検討を２年くらい、同時に、このキャスクは非常に重たいものでございますので、その搬出の設備

が必要になってくるので、こういったものを検討してまいる必要がございます。 

 今、フランスの事業者と実際に協議している内容といたしまして、左下にございますが、「常陽」の
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燃料というのはプルトニウムとかウランの割合が高いところがございまして、それをどうやって処理し

ていくかということ、あるいは、軽水炉とは異なる燃料体の形をしておりますので、こういったものに

どうやって対応するか。また、フランスには高速炉の使用済燃料を処理したという実績がございますの

で、そういった内容の確認なんかを進めているところでございまして、こういったことを進めて、2028

年頃までには、右側の緑色のところでございますが、具体的な搬出計画を示していきたいと考えており

ます。 

 この中で、容器の設計とか製作、許認可が必要ですので、こういったことを進めていくというふうに

考えておりまして、また、同時に、重たいキャスクの取扱い施設についても検討していくということで

ございます。 

 これは約10年となっておりますが、機構のこれまでの実績、実際に、今、「ふげん」という炉がござ

いまして、そこからの燃料もフランスに持っていくということで検討を進めておりますので、そういっ

たものから想定される工程を示しております。 

 あと、容器の設計のポイントといたしましては、港湾施設まで公道を使わなければいけないというこ

ともございまして、小型化して、少し軽くする必要があるというようなこととか、あるいは、輸送の効

率を高めるために、集合体をなるべくたくさん入れるというようなことなどがございまして、このキャ

スク、通常より小さいもので、少し通常と違うものを利用する可能性が、まだ検討中でございますが、

取扱い可能となるようないろいろな試験をする必要がございます。 

 こうした使用済燃料の取扱いについては、適切な貯蔵・管理はもとより、具体的な搬出に向けた対応

を着実に実施できますように、文部科学省としましても、原子力機構と共にしっかり対応していきたい

と考えております。 

 次のページをお願いいたします。 

 こちらは「常陽」の今後の予定でございます。現在、安全対策工事を進めておりまして、2026年度の

半ばに運転再開をいたしまして、その後、実証炉の照射試験とかラジオアイソトープの製造実証、スケ

ールアップ試験なんかを進めていきたいと考えております。 

 最後のページでございますが、今後の取組方針といたしまして、ＯＥＣＤ諸国で唯一の高速炉となる

「常陽」につきましては、高速炉の開発だけではなくて、医療用ラジオアイソトープの観点からも非常

に強い期待が寄せられていて、再開が望まれているものです。 

 今後、地元自治体との安全確保・環境保全に関する協定に基づきまして、新増設等に対する事前了解

をいただきました上で、安全確保を最優先として、新規制基準に応じた安全対策工事を実施していく、

そして、早期の運転再開を目指して、原子力機構と共に必要な対応を行っていきたいと考えております。 

 文部科学省といたしましては、「常陽」をはじめといたします原子力技術の基盤研究開発とかインフ

ラの整備等、こうした必要な政策の実現によりまして、日本のエネルギー政策や科学技術の発展に貢献

していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

 ご説明を終了いたします。ありがとうございました。 

○内山委員長 

 ご説明、ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説明につきまして、委員の皆様から、ご意見、ご質問等がございましたらお
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願いいたします。 

 先ほど、笹島副委員長から質問があった件ですが、基本的に、昔は高速炉はアメリカ、ドイツ、それ

から、フランスで開発していたのですが、様々なエネルギー事情から、それを廃止してしまいました。

そういうことで、完全に廃炉となって、その技術がなくなってしまっています。 

 そういう中で、唯一、ＯＥＣＤ諸国の中で日本だけが高速炉の技術を持っていたということで、今後

どうするかという議論が国際的にずっと進められてきて、それでは、日本の技術が残っているなら、そ

れを中心に、今後のＯＥＣＤ諸国が、特にフランス、そしてさらにアメリカが加わって、一緒に技術開

発に関与していきましょうといったシステムになっていたと思います。 

 ほかに何かございますでしょうか。よろしいですか。 

○笹島副委員長 

 非常に素人で、経緯をよく知らないで聞いているところですが、アメリカやフランスはなぜやめてし

まったのというところと、それから、今、詳しい説明をいただいたので、ますます分からないのが10ペ

ージなのです。医療用ラジオアイソトープ(ＲＩ)を云々というところで、世界的に供給が不足している。

アメリカやヨーロッパ、カナダ等が相次いで加速器を用いた製造計画を発表と書いてあるのです。 

 一方、その下のところでは、現在、米、独、露のみが供給と書いてある。では、米、独、露はどうや

って作っているのかなというのと、高速炉からできるのは分かりましたが、高速炉から作られるという

ことと、米、欧、カナダ等が相次いで加速器を用いた作り方の違い、意味の違いがあるのかなと。これ

は、読めば読むほどだんだん分からなくなってきたのですけれども、すみません。 

○内山委員長 

 では、機構さんからお願いします。 

○国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

 原子力機構の大島のほうから技術的な話をさせていただきます。 

 まず最初に、ラジオアイソトープの話でございますが、先ほど、資料に書いてありましたとおり、ア

メリカ、ドイツ、ロシアからしか輸出できていないというのは、もともとアクチニウムというのは、核

爆弾を作った経験を持った国がその親物質というものを持っておりまして、親物質が崩壊することによ

って出てくる。すなわち、人間が介在することなく、自然に出てくるものを使っています。ですから、

放っておいても出てくるものを集めて作っているだけなので、それは、アメリカとかドイツとかロシア

を足しますと、今現在、世界中合わせても、前立腺がんの患者の換算で年間3,000人分くらいしかない

ことになります。それを躍起になって10年以上前から加速器で頑張ってやろうとしているのですが、な

かなか量ができないというところであります。 

 それに対しまして、高速中性子というものをぶつけるという原理を使えば、大量にできるということ

が分かりましたので、「常陽」でそれを実証しましょうという流れでございます。 

 加速器も、基本的には、核を分裂させる形で、核を変換させる形でやるのですが、少しやり方は違い

ますが、基本的には、核変換を人工的にやっていくことによって作っていくということには変わりござ

いません。 

 そういったところでございます。 

○笹島副委員長 

 分かりました。ありがとうございました。 
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 あとは、そういうふうに書いてくれるといいのだけどなと思います。 

○国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

 すみません。 

 補足説明のほうに用意しておけばよかったのですが、申し訳ありませんでした。 

 それから、アメリカで高速炉をなぜやっていないのかということにつきましては、先ほど、委員長の

ほうからご説明がありましたとおり、アメリカが先行して始まったのですが、アメリカの場合は、資源

が大量にあるということで、急ぐ必要がないということ。 

 それから、当時、インドが核爆弾を作ってしまったというところがあって、高速炉というのは、最初

に私から紹介したとおり、プルトニウムを作れる炉でございます。核不拡散の観点からは、そういう物

質を作れるということについては、アメリカは非常に敏感になりまして、カーター大統領のときにやめ

るという判断をしました。 

 一方、ロシア、中国はどんどん進めているところがありまして、ここに来て、原子力を輸出すること

で、ある程度、世界の影響力を持とうということがありましたので、アメリカも、ここに来て、一挙に

カーボンニュートラルと両方の合わせ技なのですが、高速炉開発を国が支援をするということで、よう

やく復活し始めているという状況でございます。 

○内山委員長 

 よろしいですか。 

 それでは、ほかの委員から。 

 手が挙がっておりますね。 

 それでは、岸田委員、ご発言をお願いいたします。 

○岸田委員 

 先ほどから、説明のほう、本当にご苦労さまでございます。 

 その中でちょっと感じたことは、いろいろなスケジュールが出ましたが、このスケジュールについて、

もっと予算とかがつけばもっと短くなるのかどうか、その辺をちょっとお伺いしたいのですけれども。 

○内山委員長 

 これは、文部科学省からお答えいただけますか。 

○文部科学省 

 確かに予算ということもございますが、研究開発を進めているところもございますので、その中であ

る程度のステップを踏んでいかないと、開発すれば済むということでもなくて、例えば、今の概念設計

は４年間ということもございますが、概念設計、研究開発も同時に進めてまいりますので、それなりの

時間がかかるものというふうに認識をしております。 

 これでご質問の回答になっておりますでしょうか。 

○岸田委員 

 理解はしましたが、私の部分では、政治家でございますから、文科省が予算をふんだんにつけて進め

てもらえればなという思いでございます。 

 以上です。 

○内山委員長 

 よろしいですか。 
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 それでは、ほかの委員から、いかがでしょうか。 

 それでは、どうぞ。 

○山田委員 

 東海村の山田でございます。 

 14ページなのですが、運転再開工程と試験計画として、運転再開して、主に実証炉向けの燃料・材料

照射試験とＲＩ製造と２つあって、欄外に「これ以外にも大学等の受託照射なども実施予定」というこ

とで、やりたいことはいっぱいあるのですが、「常陽」でやれるのって、運転の利用時間とか含めたっ

て、そうはないと思うのです。 

 結局、原型炉がない中で、実証炉向けということで、これに対する期待は大きいですが、多分、三菱

さんが企業体となって、いろいろな実験をしたくなってくるときに、その実験をする時間と、一方では、

医療業界からＲＩを作ってくれと言われて、この調整は誰がやるのですか。機構が全部やるのですか。 

○国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

 大島のほうからお答えさせていただきます。 

 「常陽」は確かに小さい炉ではあるのですが、実は、照射するエリアはそれなりの大きさがあります。

ですので、ここに書かれております医療用のラジオアイソトープと実証炉の開発に向けた燃料・材料照

射試験は同時進行が可能です。 

 そういった運転計画は、当然、機構のほうで計画を考えまして、調整できますので、確かに、私も、

正直、最初は思ったのですが、特に、最近、外国のほうからやってくれということが複数来ておりまし

て、これも取り込むと、その辺も調整は必要かと思いますが、基本的には、取りこぼすようなことのな

い見通しを立てております。      

○山田委員 

 さっきの安全対策工事もかなり安全度は高まっているのですが、結局、オペレーションも問題なので、

構造も少し変わったりして、運転に関係する人たちは、しばらく使っていない人たちですから、事故を

踏まえた訓練も大事ですが、運転再開に向けたオペレーションも含めて、いろいろな事前の準備をしっ

かりやらないと、最後、ヒューマンエラーだけは絶対にあってはならないことなので、それだけは気を

つけてください。 

○国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

 ご指摘ありがとうございます。 

 おっしゃるとおりで、「常陽」はしばらく運転してこなかったということで、ベテランの皆さんは歳

を取ってきているということもございますし、一方で、「常陽」の中にシミュレーターという形で訓練

するところがございます。事故の対処等、日々、運転員の訓練を継続しているところでございますので、

今回、新規制基準対応等新たに加わったものも含めまして、そういったプログラムによって訓練をしま

して、安全に再稼働に結び付けていきたいと考えているところでございます。 

 ありがとうございます。 

○文部科学省 

 文部科学省といたしましても、そこはしっかり予算も含めてサポートしていきたいというふうに考え

ております。 

○内山委員長 
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 ただいまのＲＩの製造スケジュールですが、これは検証するということからも、定期的に報告してい

ただくということでいかがでしょうか。 

 ほかにございますか。 

 オンラインの方で手を挙げている方はおられませんね。 

 対面で参加されている方では、いかがですか。よろしいですか。 

 それでは、ほかにないようですので、取りまとめさせていただきます。 

 いろいろな意見がありまして、まず、機構さんの説明に対しては、住民目線で分かりやすい資料にし

てほしいということ、今後、それを留意して資料を作りますということになりました。 

 医療用ラジオアイソトープの製造実証等にぜひ貢献してほしいという意見もありました。 

 それから、安全対策は、言葉だけでなく、実際にそれを実証して進めてほしいと。これについては、

定期的に運転安全対策状況を県のほうに報告するということになりました。 

 それから、文部科学省からの説明に対しまして、ラジオアイソトープの製造が欧米では高エネルギー

中性子照射に頼っているが、日本はなぜ高速炉なのかを分かりやすく説明してほしいということで、こ

れも確かに分かりにくいところがあったので、資料を分かりやすい形に変えていくということになりま

した。 

 医療用ＲＩの製造がどの程度できるかを定期的に報告してほしいということです。 

 さらに、実際に働いている従業員、運転員の方々の安全性にも留意してほしい。 

 そういう形でご意見が出まして、それを踏まえて、ぜひ資料に反映させていただきたいと思います。 

 それでは、本日、説明を受けた「常陽」の運転再開に関しての意義や必要性につきましては、当審議

会として基本的に了承することにしたいと思いますが、いかがでしょう。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○内山委員長 

 ありがとうございました。 

 それでは、了承いたします。 

 それでは、続いて、議題(３)報告事項に移らせていただきます。 

 原子力機構から、東海再処理施設のガラス固化処理計画の見直しについて報告がございますので、説

明者は席の移動をお願いいたします。 

 それでは、資料３に基づいて、ご説明をお願いいたします。 

○国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

 原子力機構核燃料サイクル工学研究所所長をさせていただいております髙田でございます。 

 本日は、お時間をいただきありがとうございます。 

 これからは、平成30年10月に、茨城県からの同意をいただいて、現在、進めさせていただいておりま

す東海再処理施設の廃止措置における様々な実施項目がございますが、高レベル廃液のガラス固化処理

の状況についてご報告をさせていただければと存じます。 

 このご報告は、平成30年に、この審議会で審議いただいた際に、この計画に同意された後も、廃止措

置の進捗等に合わせて、適宜、状況を報告するようにというコメントをいただいておりましたことから、

本日、先ほどありました大洗研究所の「常陽」に係る審議でお集まりいただく機会をお借りしてご報告

をさせていただくということになりました。 
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 では、よろしくお願いいたします。 

 １ページ目のご説明をさせていただきます。 

 まず、こちらは、東海再処理施設の廃止措置の全体像ということになってございます。 

 廃止措置の計画は、先ほど申し上げたように、茨城県さんからは平成30年10月に同意をいただいてご

ざいます。 

 原子力規制委員会からは同年の６月に認可をいただいたということで、平成30年から進めているプロ

ジェクトということになります。 

 今後、この進捗に合わせて、適宜、具体的な廃止措置のやり方等を決めていきながら、変更申請とい

う形で計画を見直しながら進めていくということになりますが、このページの右上の四角の中にお示し

させていただいたとおりで、全体の廃止措置の完了までは約70年を要する見込みということで、非常に

長期間のプロジェクトになるという見通しを立てているところでございます。 

 一般に、原子力施設の廃止措置においては、リスクの高い設備から放射性物質を取り出したり除染を

したりというように進めていきます。廃止措置も、70年ということで、同じ形になりますが、図の上の

ほうにピンク色でお示しをさせていただいているとおりで、高レベルの放射性廃液というのが、これは

飛散とか漏えいといったところで非常に高いリスクがございますので、こちらをまずガラス固化の処理

をするということで、リスクの低減を図るということをまず最初に実施するという計画でございます。 

 続いて、黄色い棒で示しているとおり、主要施設の廃止措置というところで進めてまいります。 

 ガラス固化についてですが、ここにございますとおり、高レベル放射性の廃液のリスク低減のための

実施措置でありまして、これは、廃液とガラスの原料を混ぜて固めるというのがガラス固化の最も簡単

なご説明になるかと思います。 

 こういった形で、ガラス固化体という安定な形態にするということで、リスクを下げてまいります。 

 続いて、黄色い棒でお示しをしている主要施設の廃止は、年数を示したすぐ下の棒線のところでは、

ピンクの後に黄色の線でお示しをさせていただいていますが、その下のイラストつきにあるとおりで、

今、ガラス固化をやりながら、平行して主要施設の廃止というところにも着手をしておりまして、こう

いった形で、70年と申し上げましたが、できるだけ安全な形ではありながらも、逐次、少しでも早めに

廃止措置が進めるようにということで実施をさせていただいているところでございます。 

 そのほかに、下のほう、水色の線で示させていただいていますが、これまでの再処理の施設の運転中

に発生していて、現在、保管しております廃棄物、それから、今後、廃止措置の進捗に合わせてさらに

廃棄物が増えてまいりますので、この廃棄物を適切に処理し、また、処分をするという必要がございま

す。このためには、廃止措置というプロジェクトの中ではありますが、新たに廃止措置のための廃棄物

の処理・処分のための施設を整備する必要もございますので、こういったところを計画的に進めるとい

うのが現在の状況でございます。 

 続きまして、次の２ページをおめくりいただければと思います。 

 こちらは東海再処理施設の工程をお示ししたものでございます。 

 今日はお時間に限りがありますので、少し割愛をしながらご説明させていただきます。 

 高レベル放射性廃液が出るということで、ピンクの箱の中で赤文字で示させていただいていますが、

ガラス固化処理を進めております。 

 このガラス固化をするためのガラス固化技術開発施設、ＴＶＦと書いてございますが、この施設と、
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ガラス固化施設に送る廃液を貯蔵している施設の２施設については、新規制基準を踏まえた安全性の対

策工事等も実施しているところでございます。 

 この工事の状況については、本日はお時間がないところでございますので、後ろに２ページで少しご

紹介をさせていただいているところですが、ご説明は割愛させていただきます。 

 このほかにも、工程内の放射性物質の取り出し等も進めているところでございます。 

 では、３ページにお移りいただきまして、ガラス固化の状況についてご報告をさせていただきます。 

 この３ページと４ページについては、もともとのガラス固化のやり方等についてご説明をさせていた

だくページとなりますが、ここでのポイントは、少し写真が分かりづらくなってしまっているのですが、

固化セルというガラス固化を行うコンクリートで密閉をした施設の中に、固化用の溶融炉、ガラスを溶

かして固めるための溶融炉を１基置いています。このセルの中は非常に放射性物質の量が多く、線量が

高いので、人は立ち入らず、遠隔操作で保守をするといったところが順調に進める中では大きなハード

ルとなってしまっているという施設でございますが、いろいろな知見を重ねながらガラス固化を進めて

いるというところでございます。 

 ４ページをおめくりください。 

 ガラス固化ですが、先ほど、廃止措置の計画の中では一番最初に進めますというお話をさせていただ

きましたが、実際には、平成４年竣工とこちらに書いてございますとおりで、再処理施設を運転しなが

らガラス固化処理には着手をしていたところでございます。この運転の一番初めは平成７年の１月とい

うことで、約30年前の運転開始ということになりますが、ここで、まず、初代１号溶融炉と呼んでいま

すが、この１号溶融炉で運転を開始しました。その後、平成14年に２号炉に移行しまして、今、２号炉

が設置されているという状況でございます。 

 こういったところを進めながら、平成27年、震災後、少し安全性対策工事等も踏まえながら、平成27

年から直近までガラス固化を続けているというところでございますが、途中で東海再処理施設全体の廃

止措置が決まりまして、先ほど、最初に申し上げさせていただいたとおり、平成30年に廃止措置をとい

う形でこの再処理施設の運転管理をしていくということが決まりましたので、この廃止措置計画の中で

改めて今後のガラス固化処理計画というものを策定しております。 

 平成30年に制定したガラス固化処理計画が、５ページにお示しをさせていただいているものになりま

す。 

 平成30年の当時に制定をしましたガラス固化の処理の計画では、廃止措置の開始時点で所有をしてい

ました高レベル放射性廃液のガラス固化が、令和10年までに完了をさせるということを目標として定め

ました。 

 これについて、先ほど、ご報告させていただいたとおりで、県の同意等をいただいているところでご

ざいます。 

 続いて、６ページをおめくりください。 

 平成30年に、令和10年度完了目標ということで、ガラス固化運転を再開したところでございますが、

この６ページのご説明①、②、赤字で示しているところだけご紹介させていただきますが、機器の不具

合とか、予想以上に運転中の状況の変化等があったということで、なかなか目標の本数を達成すること

ができないまま、残念ながら、ガラス固化体の製造本数としては、目標に至る前に、その年度に計画し

た運転を終了せざるを得ない状況になりました。 
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 そのため、技術的な検討を重ねまして、③に記載をしてございますが、令和４年の12月に、もともと、

もう少したくさんのガラス固化体を製造してから２号炉を３号炉に更新するという計画が当初の計画で

ございましたが、①、②のとおり、運転になかなかうまくいかない支障・課題があるところを、できる

だけ改善を早めに図るということで、この改善を新型溶融炉というふうに呼称しておりますが、３代目、

３号溶融炉の中で、①、②で見られたような課題点を改善した炉に早めに更新をするという計画を立て

ました。これが令和４年の12月でございます。 

 この決定を踏まえまして、新しい３号溶融炉を既に製作を終えております。 

 直近の状況といたしましては、④にご紹介をさせていただいているとおりで、今はＴＶＦの中ではな

くて、非管理区域で模擬的な試験を行う施設のところにこの３号溶融炉を運び入れまして、模擬廃液な

どを使用した運転条件の確認試験を行っております。 

 ③の決定でも申し上げた課題については、この３号炉が非常にうまく、よい性能を持っているという

ことを、現時点では模擬廃液での試験ではありますが、確認をできているところですので、早めに更新

という選択をしたことについては、妥当ということで考えていいのではないかと、現時点では考えてい

るところでございます。 

 では、次のページをおめくりください。 

 申し訳ありません。こちらも時間の関係で割愛させていただきますが、どういった課題があって、ど

ういう改善をしたかというところをご説明させていただいているのがこの７ページのスライドになりま

す。すみませんが、本日は省略をさせていただきます。 

 最後、２つのページで今のガラス固化処理計画についてご報告をさせていただきます。 

 このように述べてきましたとおりで、ガラス固化のための肝でもある溶融炉を当初の計画より早く更

新をしました。この更新に至る経緯として、なかなか目標の製造数を達成できないというようなことも

ありましたので、こういった状況を踏まえまして、改めて、平成30年に作成したガラス固化処理計画に

対して、見直しという作業をかけました。 

 この見直しの検討状況については、２つ目のポツに書かせていただいていますが、原子力規制委員会

の東海再処理施設安全監視チームの会合は、ユーチューブ等でも公開されておりますが、こういったと

ころでご説明をしてきているところでございます。 

 具体的にどのような見直し結果になったかと申し上げますと、この中段以降にありますが、設備の高

経年化等が運転の中で顕著な部分もありましたので、こういったところのリスクを考慮する。また、こ

れまでになかなか目標数を達成できなかったというところで、さらに堅実な目標設定をするということ

で、平成30年には、令和10年度でガラス固化処理を完了するという目標を一旦かけたところではござい

ますが、今回、令和20年度末になるということで、目標設定をし直したところでございます。 

 こういったところで、今、進めさせていただいています。 

 また、これを踏まえまして、令和５年度末までに、新規制基準を踏まえまして、安全対策工事を実施

していたところですが、こういったところはしっかり進捗ができておりますので、やや完了時期が先送

りをすることになってしまいましたが、安全上の問題というのは大きくはなく、この計画に従ってしっ

かり固化処理を進めていくということが重要ではないかと考えております。 

 また、最初のほうでお話をさせていただいたとおり、ガラス固化処理と並行しまして、主要施設の廃

止措置などを順調に進めることができておりますので、70年を見通しております東海再処理施設廃止措
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置全体の工程としては、影響はまだないというふうに今は考えているところでございます。 

 最後、９ページが、具体的に、今回、見直しをさせていただいて、令和５年12月に公表しております

新しいガラス固化処理計画ということになります。 

 こちらの見直しのポイント等についても、ａ、ｂ、ｃと３点のポイントに絞ってご説明を加えさせて

いただきましたが、今日、こちらもご紹介を省略させていただきますが、ポイントとなるのは、繰り返

しになってしまいますが、平成30年以降の運転の状況、それから、設備の状況、あとは、細かくは書い

ていないのですが、設備の保守や更新についてのサプライチェーンの状況など、丁寧に考察をいたしま

して、新たな計画を立てているということですので、これに従ってしっかりとガラス固化処理を進めて

まいろうと考えているところでございます。 

 申し訳ありません。駆け足になりましたが、ご報告は、以上とさせていただきます。 

○内山委員長 

 どうもありがとうございました。 

 時間の都合で、説明を簡略化していただき、大変ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの報告事項につきまして、ご意見、ご質問等はございますでしょうか。 

 見直しについては、どこかというのは、最後の８ページ、９ページに要点として書いてございます。 

 特にないようですので、原子力機構におかれましては、安全確保に万全を期した上で、計画に基づき、

着実に計画を進めていただきたいと存じます。 

 本日の内容としては以上ですが、最後に、事務局から何かありますでしょうか。 

○事務局 

 特にございません。 

○内山委員長 

 それでは、本日は、これで終了といたします。 

 進行を事務局にお返しします。 

○司会 

 内山委員長、ありがとうございました。 

 委員の皆様におかれましては、長時間にわたりご審議を賜り、誠にありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、本審議会を閉会とさせていただきます。ありがとうございました。 


